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1.はじめに

筆者は太平洋に面したある海岸近くにおいて幼年時代

を過ごした.したがって物心づく頃から何の抵抗もな

くごく自然に海や海岸に対して強い関心を示すように

なった.これは海(:岸)なくして漁村の生活が成り立

たなかったせいでもあろう.学校などの行き帰りに海

を垣間見なかったり浜辺で遊ばないような目は年間

を通じて数完る程度であって特に夏ともなれば目に

何度となく浜と家の間を往復するのカミ子供時代におけ

る日常生活であった.

都会や内陸に生活する人々カ童海水浴や潮干狩りなど

のために一時期だけ砂浜を訪れたとしても砂浜が何の

変哲もなくその動きが全く少たいように感じられるの

ではなかろうか.ところカミ筆者の幼年時代のように

海と密着した生活をおくっているものにとっては緩慢

な動きの中にも次第に明瞭となる砂浜の増大と減少の

様子や台風の来襲時に生ずる大規模な変化たどをその

場にいなカミらにして知ることカミできるのである.

隣の砂浜へ渡ろうとしても切り立った岬や磯が存在す

るために行く手を阻まれて水に濡れなければどうして

も通り抜けられなかった難所がその後局所的な堆積に

よって砂浜へと大きく変化したために子供でも楽々と

歩いて行けるようになったりそれこそどんな波に対し

てもびくともしないと思われていた桟橋や防波堤カミ台

風によっていとも簡単に破壊される状況あるいはつい

先目まで級友と砂遊びや甲ら干を行っていた広い砂浜が

暴浪によってみるみるうちに侵食され痩せ細るのを

固唾を飲んで見守ったりしたものである.またある時

の暴浪によって小さな侵食崖が渚までだらだらと下っ

ていた砂浜の中程に形成されそれ以来この崖は後退を

伴いなカミら成長して遂に15m以上の高さにも達してしま

い以前のようた一続きで緩勾配の砂浜にもはや復元

しなくなったことなど今なお筆者の脳裡に焼付いてい

るその実例は枚挙に暇ない位である.筆者が過ごした

頃その砂浜は侵食傾向カミ卓越し激しい侵食作用を目

の当たりに見続けていたせいか幼心にもいつかはわ

が家もさらには街全体も海に没するのではないかとい

った危倶の念を抱き続けていたのも事実である.この

ような強烈な体験が筆者を海岸研究に駆り立てた一つ

の原因でもある.

わが国の国土は衆知の通りその面積に比べて海岸線

が長くその中には一方で侵食が他方では堆積が生じ

ている所カミ数多くみられる.そして山地が国土の面

積の70劣以上を占めるのに対して平地が30%以下と極

端に少狂くしかも平地は海岸付近に集中しているため

主要な産業および都市の多くが海岸に沿って立地すると

いう特徴がみられる.そこで海岸付近に生活する人も

多く筆者のような体験をされた方もきっと大勢おられ

ることと思われる.

海岸侵食あるいは堆積による災害から地域住民の生

命と財産を守るという国土保全の目的に対して主に土

木分野の技術者によって明治以降調査研究が行われ多

数の防止対策工事がこれまでに実施され多大た成果が

上げられてきた.現在このような段階にあるにもかか

わらず何故地質学の立場から同様のテｰマについて

調査研究する必要性カミあるのかという厳しい質問が読者

の方々から生ずるかも知れない.これに対する回答と

してこれまでにおける地質調査所の研究事例およびそ

の成果の幾つかを紹介しながら筆者の考えていること

を述べてみたい.

2.地質調査所における海岸研究の概要

砂浜海岸の侵食と堆積に関する調査研究は環境地質

部環境地質課において昭和49年度(当時は応用地質部産

業地質課)以来所内経常研究の一テｰマとして取り上げ

られ今目に及んでいる.研究は主として筆者が担当

し海岸背後の地質調査たどにはそれぞれの研究員の協

力を得ている.

これまでに調査研究の対象として取り上げた地域は

第1表に示す通りである.49-51年度の3年間には

新潟県寺泊海岸および新潟海岸中南部(阿賀野川河口から

角田岬までの海岸)を50年度にはそれに海岸欠落が発生

しんじま

した鹿児島県新島52年度から本年度にかけては順次

にいじま

第四紀火山岩(流紋岩･玄武岩溶岩)地域として伊豆新島

と三宅島花闇岩および新第三紀の堆積岩類地域として

京都府宮津海岸特に天の橋立結晶片岩地域として佐田

岬半島中央部愛媛県瀬戸町の海岸および中古生代の堆積�
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第1表環境地質課における海岸研鬼事例一覧

地域

新潟県寺泊海岸

新潟海岸中南部

鹿児島県新島

東京都新島

東京都三宅島

京都府宮津海岸

(天の橋立)

愛媛県佐田岬

半島中央部

高知海岸西部

侵食堆積

○(

主要な原因

新信濃川通水

に伴う供給物

質の急増

突堤建設と通

水に伴う供給

物質の急減

地層の脆弱

地層の脆弱

岩層の脆弱

供総物質の急

減?

砂防]:事に伴

う供給物質の

減少

砂利採取に伴

う供給物質の

急減

後背地質条件

新第三系

完新統

完新世火砕堆

積物

完新世火砕堆

積物ほか

完新世玄武岩

質火山噴出物

花開岩類･新

第三系

結晶片岩

中古生界

公表文献

磯部(1976a)

磯部(1978)

磯部(1979)

磯部(1976b)

磯部(1980b)

科学技術庁

���

磯部(1977)

磯部(1980a)

備考

49-51年

度実施

49-51年

度

50年度

52年度

52年度

53年度

54年度

55年度

うちに増えるということは非常に喜ぶべき

ことであり本傾向が何時までも継続する

のを願ったとしても無理のないことであろ

う.ところカミ筆者カミ現地調査を行った結

果住民の期待に反して1968年以降この

よう校砂浜の前進増大傾向に陰りがみえ始

め以前の異常とも言える土地の増え方が

鈍化ないし停滞しつつあることが明らかと

なったのである.これに対して現在なお

増え続けている場所と言えば海岸の両端

付近のみであり(写真1)このうち南端に

は寺泊港カミあってそこでは港の機能低下

に結びつく埋積カミなお継続する傾向がみ

られるのである.

○大規模(二心親模

岩地域として高知海岸西部仁淀川河口付近をという順序

でそれぞれ後背地の地質条件の異たった砂浜海岸を取

り上げて来た.これらのうち鹿児島県新島における

調査研究は科学技術庁特別研究調整費によるものである.

新潟海岸と寺泊海岸を最初に取り上げた理由は前者

カミ第1図にみられる通りわが国の海岸侵食の特に著しい

地域の一つであり逆に後者が最も堆積の活発な所であ

って両者の侵食と堆積との間に相関があるにちがいな

いと考えたからである.

(明治44年)

あり最新のそれは1976年に筆者の測量結果によるもの

である.

この図は1911年から1976年までの間における8時期の

汀線の平面位置を示しそれらカミ時間の経過とともにど

のように前進して行ったかが読みとれるように表現され

ている.これに基づいて増加面積の経年変化を示し

たものカミ第3図であって先に述べたように1968年以降

に増加率が著しく鈍ってきていることが明らかである.

砂浜の成長の経過を調べるために寺泊

海岸に関する既存の測量時期の異なる各種

地形図ならびに諸資料を集め汀線位置の

変遷を同一縮尺の地形図に編集し直したの

が第2図である.量も古い汀線は1911年

測量による5万分の1地形図によるもので

3.寺泊海岸における堆積

信濃川下流域には広大な新潟平野がひらけそこでは

昔から洪水が頻発し住民の生命と生活を脅かしてきた.

また河口(新潟)港は古く7世紀頃から日本海沿岸に

おける主要な港として栄え今日に至っているカミ信濃川

の流送土砂の埋積による港内水深の減少を防止するため

に河口から58km上流に当たる大川津から寺泊野積へ

かけた約8たmの区間で分水工事が行われ1922年(大正

おおこうづ

11年)に分水路である新信濃川(大河津分水)カミ通水した.

以来大量の土砂を寺泊海岸へ排出し続け半世紀少々と

いうごく短期間内に砂浜カミ急速に成長しその増加面積

は2.35km2以上に達するものである.勿論このような

増加率はわが国では極めて珍しくすでに各種の報告に

おいて取り上げられておりご存知のガも多いことであ

ろう.

地元民の立場からみれば新しい土地カミごく短期間の

十

日
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第2図寺泊海岸における汀線前進の平面図(磯部1978)

増
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西

債10

また新信濃川通水直後の成長前期においてはその成長速

度は著しく小さく専ら浅海底域における堆積が行われ

ていたことが推定されるのである.

急速な増加傾向から緩慢狂それに移った原因として誰

にでも直ぐ想像されるものとしては河川から供給され

る土砂量の急激た減少であろう.戦後全国的規模で

←㈱期→←一式炎ψ期一→ト燃奥1
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新{､言濃川通水

経過年

第3図寺泊海岸の面積の経年変化(磯部1978)

砂浜海岸における汀線の前進傾向が鈍り特に大河川の

河口海岸においては侵食に伴う後退が顕著になっている

との指摘カミたされその原因として洪水対策として総合

的恋河川整備事業によって河川の中上流域に相次いで建

設されたダム･河身改修工事ならびに骨材資源確保のた

めの河砂利採掘によるものと言われている(細井1976).

これに対して筆者カミ寺泊海岸について詳しく検討した

結果によればむしろ主要狂原因は第2図にみられるよ

うに本海岸の特に中央部河口両岸における平面形態が著

しく海側へ突出することによって波や流れによる海岸

側方への砂の移動量が増加し以前種堆積が生じ難くな

ってきたためであろうと推定された.

堆積に関する以上の研究から1)本海岸の成長規模

カミ予測され2)周辺海岸のうち北方海岸については

今後砂浜の前進が始まることおよびそれに伴う漁港の

埋積の進むことが指摘された.

4.新潟海岸中南部における侵食

本海岸の侵食についてはこれまでに多数の人による数

多くの報告があり侵食の原因と汀線後退についても詳

しく述べられている.これら従来の検討方法とは別

写真1寺泊海岸最北部

立岩付近における砂浜前進(1976年10月7目撮影)�
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第4図

信濃川改修工事と新潟海

岸の汀線後退との関係

(新潟県土木部1976)

校観点から49-51年度の現地調査では侵食状況の観察

と砂浜堆積物の採取に重点を置かれることになった.

写真2は1974年10月3目に新潟市目和山浜付近から新

潟港(信濃川河口)酉突堤方向を望んだものである.撮

1影地点は明治時代に測量された地形図などによれば海

側から3列目で最も内陸側の砂丘頂部に当たる.明治

以降今目までの期間に2列の砂丘と3列目の砂丘半分は

激しい海岸侵食によってすでに姿を消し次に述べるよ

うな侵食防止対策工事によってかろうじて侵食が食い

止められているといった状況である.海側に目を移す

と通常の護岸に加え汀線に直角方向の突堤それに岸

から約150㎜沖合には汀線と平行して離岸堤が配置され

わが国の他の海岸などでは類をみない程の頑強な護岸工

事カミ施されている.離岸堤は消波効果の大きなテトラ

ポッドを積み重ねる工法を採用し

たために北酉季節風が吹きまく

る11月から3月までの冬を中心と

した暴渡期間にはテトラポッドの

沈下と流出などの被害を受け易く

波が静まる4月以降にはかさ上げ

などの工事を余儀なくされ人口

40万人の新潟市街地と港を守るた

めに毎年巨額の補強費がここにつ

ぎ込まれているのである.

これまでに述べてきた場所は

新潟海岸のうち信濃川河口右岸に

当たる西海岸であるがそこと河

口右岸から阿賀野川河口にかけた

東海岸とはともに海岸侵食カミ激

しいところである.後者の東海岸でも新信濃川の通水

を契機に汀線が200m以上も後退し今では砂浜が全

面的になくなっている.

次に西海岸における汀線後退の経年変化を新潟県土

木部(1976)の資料(第4図)から調べてみよう.1889

年(明治22年)以降河口に近い西海岸は突堤工事や河

身改修工事の進行と相まって汀線後退カミ始まりその後

新信濃川の通水を契機として河口から最も遠い関屋浜を

除いた河口寄りの海岸においては何れも大規模な侵食

が生じた.この傾向は本格的な護岸工事カミ開始される

戦後まで長く続くのである.一方遠方の関屋浜およ

び寄居浜における後退開始の時期は逆に河口に近い水

戸数浜などにおけるそれと比べて著しく遅れて波及し

写真2護岸に守られた新潟西海岸�
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第5図新島地質断面図(国土地理

むしろ戦後になってから後退カミ顕著どたり最近やっと

護岸などが建設された所である.関屋浜からさらに南

西へすなわち河口から遠ざカ)るのにつれて侵食傾向

カミ弱まり平衡状態に近い砂浜となる.

泥岩層貝殻軽石層

�

硲泰蟹με穴㌫軽石層

泥岩および軽石層

��

第4図には示されていないカミ新潟海岸における侵食

について述べる際に新潟市周辺で短期間に発生した天

然ガス(水)の採掘に伴う地盤沈下を無視することはで

き狂い.写真2の突堤に先がけて建設された旧突堤は

現在海面下に没した状態にあり沈下の激しさがうかが

われる(写真3).

西海岸にみられた汀線後退開始の時期とその後退量は

河口に近い場所程早くかつ規模が大きい.一方寺泊

海岸においては中央部で河口に近い海岸程打線前進が

早くかつ前進量カミ大きい.前者の西海岸が汀線後退

後者の寺泊海岸がその前進という完全に裏返しの変化で

はあるが両者ともに極めて類似した経過をとっている

ことカミ明らかになった.

倀

���

5.鹿児島県新錨における侵食と堆積

新(燃)島は鹿児島湾北(奥)部に横たわる活火山で

ある桜島の北々東1.5k㎜に位置し1779年(安永8年)

の桜島大噴火の際に水深100m一もの海底から姿を現わし

た面積O.26たm2の小島である.島の大部分は燃島シラ

スと呼ばれる火砕堆積物である塊状砂質軽石層からなり

(第5･6図)波浪による侵食作用に対して明らかに脆

弱であることは間違いのないところである.荒波の外

海から隔絶され波の作用が相対的に弱い内湾に面して

いるにもかかわらず誕生以来その面積は減少の一途を

たどり約200年間に初期の面積の1/4以下に縮少したと

言われている(桑代1970).その様子は明治前期一中

期に作成された土地台帳付図と最近の可耕地の区画とを

比較してみると一目瞭然となろう(第7図).

�

写真3旧突堤の沈下状況(1976年3月)

新潟県土木部(1976)による

1篶=::=};三≡1徽葭

一一11..ll1111.い麗圏

固

脇

四

囲

囲

醐

夕

十

地

点

工

�

人工盛土

海浜砂層

汀段堆積物

崩壊性堆積物

見殼軽石層(燃島貝層〕

泥岩層

塊状砂質軽石層

(燃島シラス)

泥岩および軽石層

断層

一地質断面位置

一一トレンチの位置

�〰�

第6図新島地質図(科学技術庁1976)�
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海岸侵食と海食崖の後退は大きな波か入射して来る島

の北酉端程著しい.反対に南端では少なくそこには

北西部分から運搬されて来た砂礫カミ堆積し砂甥が大規

模に発達する.!975年4月1目に砂曙先端の長さ600

m幅10-40mにわたる部分が突然欠落し緊急調査が

実施されることになり筆者も1976年3月上旬の現地調

査に参加することになった.この砂磐や島を取り巻く

砂浜の堆積物カミ本島を構成する岩層(供給源)とどのよ

うた関係を示すものかについて検討を行った.まずト

レンチを砂弊の中央部(第5図参照)に掘りその側壁に

露出する特徴的な2種類のラミナ(第8図)から採取し

た砂浜堆積物(2試料)について粒度分析と岩石･鉱物

鑑定を実施した(第9図).

この結果から砂浜堆積物(試料■･皿)中には予想通

り軽石が最も多い.次に軽石の斑晶鉱物である斜長石

と輝石カミ多く塊状砂質軽石層(試料I)中にごく少量含

まれているに過ぎない異質岩片である安山岩と粘板岩も

多少みられるようになりそれらは堆積物の主要な構成

岩石･鉱物になっていることが明らかにたった.砂浜

堆積物と本島を構成する岩層(供給源)との関係は海岸

に対して大量に供給される物質と最も密接た関係が認め

られかつ波や流れによる磨耗･淘汰作用に対して相対

的に強い物質が結果的にはより多く残留する傾向がみ

られた(第10図).

地形(写真)測量カミある時点だけの砂浜の表面形態に

関する情報を提供するのに対しトレンチ観察を行えば

堆積構造すなわち多数のラミナの重なり具合から砂

浜の堆積(成長)過程を系統的に推定することができる

のである.筆者はすでに砂浜の前進カミ著しい寺泊海岸

において最近2-3年以内の堆積過程であるならば

トレンチ内の観察が砂浜の堆積に関する研究に十分に有

効であることを確認したが局所的に堆積カミ卓越する本

�

A試料IIの採取位置

B試料IIIの採取位置

(1976年3月8日)

鷲｡萎蘇議..｡.｡萎･.｡｡鍵'
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度

　

下

去鵠帳

㌧

昭和43年の可耕地の

]晃最淘1側の位置

第7図

土地台帳付図か

らみた新島の海

岸侵食桑代

(1970)をもと

に一部修正

島の南部においても同様なことが再び確かめられた.

一方侵食傾向カミ強い砂浜においても堆積物が侵食さ

れて観察対象が少たくなるという欠点を取り除くことは

できないカミ本手法は侵食過程を研究するのにも十分

貢献するものと予想される.

トレンチの側壁カミ細一中粒砂からなる場所においては

礫一粗粒砂の場所に比べて相対的に崩壊し難く機械

カを駆使した大規模なトレンチを掘ることカミ可能であろ

っ仮に地下水面直上まで掘削すれば筆者がこれま

口=ニエニニコ土壌層

……姜1黒色および白色透明砂

区巫コ軽石砂礫層

目軽扁楽層

聯洲

滞一

､

�

一1

��　

←陸側

第8図新島南端砂浜におけるトレ

㌰�

水平距離

ソチ観察図(磯部1977)
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度20

でに観察したような手掘りの断面と比べてトレンチの

一層大きな断面について観察することが可能となりそ

の結果砂浜の形成史解明の糸口とたる証拠カミ必ずみつ

かるはずである.なおトレンチの掘り方とその具体

的な観察例は磯部(1979)に詳しく述べられているの

でここでは省略する.

6.伊豆新錨における海岸後退

東京都には勝島･平和島･夢の島などのようにその

島名から戦前あるいは戦後に埋め立てられたことが容易

に想像できる人工島カミありそれ以外にも荒波の太平洋

に浮かぶ数多くの火山島がある.その一つが新島であ

り伊豆諸島のうち人が住んでいる島では東京(北)か

ら3番目面積わずか23.4たm2の小さな島である.

砂浜堆偵物f共給淑

塊状砂質雛石属

彰

軽行布妄.棚引慨溶■朴

斜k石淵宰慨溶f朴

蹄行呉殼軽石噺

安山林泥㍑5よび幸董イf膚

粘板杵椥炊山榊朴

1.護岸刷岩塊1

貝殻一＼泥杵属

少＼一､.一

㌔㌧州.楼μ

一一一一･一一強い閑広

一一一一一蝪い閑俸

第10図海浜堆積物と供給源との関係

科学技術庁(1976)を一部修正
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本島は南北に細長く言わば竜の落し子に似た形をして

いてその東側で背中に当たる部分には伊豆諸島最大の

はぷしうら

砂浜であり石英砂が多く純白の羽状浦海岸が長さ約

6.5km以上にわたり鶴カミ白い羽を広げたかっこうで

横たわっている.また1974年以前には西側でそのお

腹に当たる部分には長さ約3.7良mの灰緑色の砂礫から
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第11図伊豆新島向山噴火以前の陸地分布図
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策2表海食崖の年平均後退鐙と地質

(堀川(1973)を一部修正)

地域�地質�年平均後退量�発表者

1.原ノ町海岸�砂岩泥岩�0.3-O.7m/年�山内(1964)

2.大熊海岸�砂岩泥岩�O.5m/年(平均)�堀川･砂村(1970)

3.屏風ケ浦海岸�主として泥岩�/1右庫銘)�川崎(1954)

���堀川･砂村(1970)

4.太東岬海岸�泥岩�o.9m■年(平均)�堀川･砂村(1971)

5.渥美半島南部海岸�洪積層�O.6m/年(最大)�山内(1964)

6.明石海岸�洪積層�0.1皿■年(平均){1.O-1.5m/年�吉川(1951)

���野岡(1971)

7.国東半島北部海岸�火山碑屑岩(未固結)�2.2m/年(平均)�小向(1951)

8.金沢市西海岸�粘土�1-2m/年�金崎(1961)

9.富山海岸�紳積層�0.5-1.Om/年�吉川(1952)

10.新島羽状浦海岸�軽石層�5.5m/年(平均)�矢島(1965)

食崖の後退が特に著しい幾つ

かの地域(第2表)と比べてみ

ても何れの海岸における値

よりも本海岸におげるそれは

ずば抜けて大きいのである.

なお同じ羽状浦海岸につい

て矢島(1965)が実施した近

年の海食崖後退調査結果は

年5.5mであって上述した

値と比べ多少大きくなり後

退が加速されている.

たる前浜海岸が一続きの砂浜として発達していた.実

はこれらの長く美しい砂浜の形成は島の生い立ちと密

接な関係カミ認められるのである.

新島の南部は第11図に×印で示した当時の海底付近

しんじま

で発生した最新噴火(西暦886年)を契機として新島同

様波浪の磨耗作用に対して極めて弱い砂質軽石層によ

って浅海が埋積され形成されたものである.それ以

来合目まで汀線後退を絶えず続けている.

宝暦年間(1751-1763年)に描かれた絵図に基づいた旧

汀線と最近(1971年)の新汀線とを比べれば最大の後

がんみもり

退か羽状浦海岸南部(亀見ケ森)で生じていてそこで

は214年間に約1,000mも侵食され汀線の後退量は年平

均5mに近いことカミ明らかである.わが国の中でも海

釣265mの高さを有する.

息角に近い約37｡を超え

に相当)を構成している向山噴石丘の層理の勾配に近い.

崖の下部には平行層理と大規模なantidune構造が発達

した(横山･徳永1978)向山べ一スサｰジ堆積物である

白ママ層か露出している.この大海食崖の高さは

1912年(大正元年)に測量された5万分の1地形図によ

れば192.5mと明記されており約半世紀の期間に

70m以上にも成長拡大し写真にみられるような規模に

達したものである.幸なことにこの崖の付近には集

落や耕作地が存在したいために崖の成長･拡大は災害

として認識されずにむしろ伊豆諸島を代表する優れた

観光宣伝写真として利用されている.

写真4･5は最大後退量

発生地点に当たる亀見ケ森に

みられる大海食崖を海側から

角度を変えて望んだものであ

る.崖は山頂付近まで達し

大崩壊斜面の勾配はほぼ安

産の中上部(ほぼ標高100m以上

写真4亀見ケ森沖合からみた大海食崖

(1977年5月2媚撮影)

写真5

北方からみた大海食崖(撮影方向は第11図参照)�
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第12図伊豆新島前浜海岸桟橋付近における汀線後退図

(磯部1980a)

羽状浦海岸とは反対側の前浜海岸における汀線後退量

は本島の砂浜海岸のうち中規模であり絵図と伊能忠

敬および前田(1972)による実測結果に基づいて得られ

た1757-1965年の208年間の後退量は年平均1.05皿と推

定される(第12図).本海岸の場合には新島の中心地本

村の前面に位置し汀線後退が即住民約3千人の生命･

財産に対する脅威につたがるために住民は汀線の後退

防止対策とそれに加えて以前にみられたような長くて

広い砂浜の復元を切望しているのである.なお最近

10年間に前浜海岸中南部においては汀線後退量カミ208

年間の平均値の数倍にも増加すなわち侵食が顕著とな

りかつて存在していた広い砂浜がたくなりつつある.

そして旧式の護岸が相次いで破壊され(写真6)遂に

1979年10月には台風時の遡上波が海寄りの民家まで達す

る事態に至り深安肱問題へと発展しているのである.

後退量が急増するまでの経緯ならびにその増加原因に関

した考察は磯部(1980･)に詳しく述べられているの

で参照されたい.

7.地質現象としての海岸侵食と堆積

海岸は陸地と海の接点に当たり過去から未来にわた

って変化し続ける性質のものである.将来海岸の後退

カミ著しい所では内陸にみられる地質(岩層)カ茎海岸に

露出することになり逆にその前進域においては新期堆

積物カミ現在の海岸に付着して行くことであろう.

海岸(汀線)の前進あるいは後退要因は多岐にわた

り一概には述べ難いものであるがその主だったものに

ついてごく簡単に述べてみたい.ユｰスタテイクな海

水準変動は地盤(地殻)の安定した地域でさえ海岸

侵食･堆積作用発生の原因となるのである.すなわち

その上昇期には侵食下降期には堆積が卓越して行われ

る.一方縄文中期以降現在に至る海水準の安定期には

1)地盤の変動

2)地層の安定性

3)砂浜堆積物の土砂収支にみられる増減にそれぞれ伴って

侵食と堆積が生ずる

まず1)について述べることにしよう.緩慢な地

盤の隆起は堆積に地震に伴う瞬間的な異常隆起は一種

の堆積と同様な効果がありともに陸地の拡張をもたら

す.これに対して地盤の沈降(下)は必ず侵食を伴

うものである.

2)について述べてみたい.波浪の侵食作用に対する

地層の安定性を欠く例として噴火活動に伴って出現し

た火山島の海岸がある.ここでは誕生以来侵食作用を

写真6

陥没した旧護岸(1978年8月18目

早朝)貧陣5月には護簾の海側

約15搬嚢で砂漠�
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初めて受けることとなり島のうちで火砕物などからな

る海岸は溶岩類からできた岩石海岸を除けぱきわめ

しんじまにいじま

て侵食に対して脆弱である.すでに述べた新島と新高

における海岸侵食はまさに2)のタイプの好例と言え

よう.

3)としては次に述べる通りである.砂浜を構成す

る堆積物カミ後背斜面の崩壊･流入河川によってある

いは隣接海岸などから運搬されて来た供給物質によって

付加されて増大すれば堆積カミ生じ反対に運搬･流出

によって堆積物が減少すれば侵食カミ生じる.その運

搬･流出の営力としては波や流れに加え最近では直接

的あるいは間接的な人間活動による作用カミ挙げられる.

新潟海岸の侵食と寺泊海岸の堆積はこの3)のタイプ

に属する.

8.海岸構成物質に関する研究の必要性

従来から行われてきた土木分野からの海岸研究の多く

は海岸を構成している地層と堆積物に対する十分な配

慮が欠けている傾向カミみられる.すでに第1図と第2

表にわが国の著しい海岸侵食および海食崖の後退地域

を示したが両者を関連させて検討することによって次

のことが明らかとなろう.各地域はそこに分布する地

層の波浪に対する強さが何れも小さい.すなわち全

地域が波浪の侵食作用に対して脆弱の新第三紀一現世の

半固結一未固結堆積岩類のみからなり先新第三紀の固

結堆積岩や堅硬な火成岩からなる海岸は全然含まれてい

狂い.地質条件に加えてさらに海津に対する波の入

射状況を考慮に入れれば海岸侵食の受け方の差違カミｰ

層明瞭となろう.すなわち千葉県屏風ケ浦海岸･新

島羽状浦海岸などのように外洋に突出したりあるいは

外洋に直接面した所では海岸侵食を受け易いのである.

未固結堆積岩は言うに及ばず半固結堆積岩でも堆

積以前の砂･シノレトなどの粒子に分解し易く結果的に

砂礫から放る粗粒物質が砂浜堆積物を構成することにな

る.従来の研究には海食崖の後退に伴ったり崩壊

や流水などの作用によって海岸背後から供給された物質

カミ海岸において磨耗･淘汰されて砂礫として残留す

る機構やその割合などについて殆ど触れられていなか

ったと言ってよい.

しんじま

そこでこのような観点からの試験的な研究が新島に

おいて開始され(磯部1977)その後本格的柱研究カミ

52年度から実施されて現在に至っている.すなわち

岩質を異にする地域の砂浜海岸を全国各地から選び試

料採取を中心とした現地調査と室内分析および実験を

通じて砂浜堆積物の生成過程についての検討をしよう

とするものである.なおごく新しい砂浜の形成事例

については本誌口絵を参照されたい.

9.おわりに

海岸侵食･堆積あるいは地盤沈下のような災害はそ

の地域の地質条件とそこに長期間にわたって働いた自然

のダイナミックな作用に依存し地震災害のような一過

性のものとは違ってきわめて緩慢な速度で進行し被害

カミ感知されるようになった時にはすでに復旧不可能な

事態に至る性質のものである.この場合人間活動に

よる作用一humangeo1ogica1agent一も重要なファク

タｰである､このような災害による被害の進行の防止

および復旧対策は人間活動による作用を含めた地質学

的諸プロセスの理解とその上に立ったものでなければ

対症療法に過ぎ恋い場合カミ多い.

最後に筆者によるわが国の海岸侵食･堆積に関する報告は

環境地質部の方々による示唆や討論を通じて全て生まれたもの

である.特に本文の作成には松野久也環境地質部長から終

始ご教示をいただいた.以上の方々に厚く御礼申し上げる.
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